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令和８年度常陸大宮市奨学資金「入学一時金」募集要項 

 
常陸大宮市教育委員会 

 
１　申請資格 
以下の要件をすべて満たしている方 
（１）下記の学校に入学する方の保護者で、常陸大宮市に引き続き３年以上住所を有する方（令

和８年４月１日現在） 
※　外国籍の方は、永住者、日本人の配偶者等及び永住者の配偶者等、在留資格が定住者で

あって将来永住する意思のある方 
ア　専門学校（専修学校の専門課程） 
イ　短期大学 
ウ　大学 

（２）経済的に修学させることが困難な方 
 

２　募集人員及び貸与限度額 

 
３　申請手続 

貸与申請者は、常陸大宮市教育委員会（常陸大宮市役所本庁３階）から申請用紙の交付を受け

（常陸大宮市公式ホームページから様式を印刷しても可）、「入学一時金貸与申請書」に必要事項

を記入のうえ、必要書類を添付して、提出してください。 
 
４　申請書類 

 学校の種別 貸与限度額（入学時一回） 募集人員 備考

 専門学校 １，０００，０００円

５名
貸与額は、入学時の納入金を

超えない額
 短期大学 １，５００，０００円

 大学 ２，０００，０００円

 提出書類名 備考

 １　入学一時金貸与申請書(様式第３号) 申請者が作成

 ２　住民票謄本(入学者及び申請者(保護者)のもの） 

※本籍・続柄表示のもの

市役所市民課又は支所で発行 

※戸籍謄本と間違えやすいため注意

 ３　申請者、配偶者及びこれに代わって家計を支えて

いるものの令和７年分の確定申告書の写し又は源泉

徴収票の写し

 ４　連帯保証人の市税等の滞納がないことを証明で

きる書類（連帯保証人が市外在住の場合のみ）

住所地で発行

 ５　対象者の入学を確認できる書類の写し 合格証等のコピー

 ６　対象者の入学手続時に学校に納入する金額を確

認できる書類の写し
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５　連帯保証人及び保証人 
貸与申請者は、本人と別生計を営む成年者の連帯保証人と保証人を１人ずつ立てることが必要

です。 
連帯保証人は、本人と連帯して奨学資金の返還義務を負う方となります。保証人は、本人及び

連帯保証人が返還できなくなった場合に、本人に代わって返還する方となります。 
 

６　申請期間 
　令和８年３月２日（月）から令和８年４月１０日（金）まで 

 [ 土・日・祝日を除く平日の午前８時３０分～午後５時１５分 ] 
 

７　借受者の決定（予定） 

※スケジュールは変更する場合がありますので、ご了承ください。 
 
８　奨学資金（入学一時金）の返還 
（１） 奨学資金（入学一時金）は、貸与後１年間据え置き、半年賦又は年賦のいずれかにより、

３年以内に全額を返還していただきます（無利子）。全額又は一部の繰り上げ返還も可能です。 
 

■返還例（大学入学時に貸与を受けた場合） 

※　入学一時金の１回の返還額は、半年賦の場合は貸与総額の１／６の額を、年賦の

場合は貸与総額の１／３の額を下回らないこと。 
 

 時期 内容

 ４月下旬～５月上旬 奨学生選考審査会による審査

 ５月中旬 審査結果の通知

 ５月下旬 入学一時金賃借契約書等の書類提出

 ６月下旬 奨学資金振込

 貸与　令和８年６月　貸与総額　１，８００，０００円 

●半年賦（返還月を６月、１２月とした場合） 
１回の返還額は３００，０００円（１，８００，０００円÷３÷２回） 
９　年１２月　３００，０００円　　１０年６月３００，０００円 

１０年１２月　３００，０００円　　１１年６月３００，０００円 

１１年１２月　３００，０００円　　１２年６月３００，０００円 
→返還期間　令和９年１２月～令和１２年６月　　納付回数　計６回 

 

●年賦（返還月を１２月とした場合） 

１回の返還額は６００，０００円（１，８００，０００円÷３） 

９　年１２月　６００，０００円　１０年１２月　６００，０００円 

１１年１２月　６００，０００円 

→返還期間　令和９年１２月～令和１１年１２月　納付回数　計３回
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（２） 延滞金 
　　　　返還するべき日までに返還金が返還されなかった場合には、返還する金額に年１４．６％の

延滞金がかかります。 
（３） 返還猶予 

疾病、その他特別な事由により返還が困難な場合には、必要な届出を行い、相当の期間の返

還猶予を受けられる場合があります。 
 

９　問合せ・提出先 
　　常陸大宮市教育委員会　学校教育課　教育総務グループ 
　　〒３１９－２２９２　常陸大宮市中富町３１３５－６ 
　　電話　０２９５－５５－８０７６ 
　　FAX　０２９５－５３－６５０２ 
　　（ 時間　８：３０～１７：１５ ） 





 様式第３号（第２条関係）　　　　　入学一時金貸与申請書

 （ふりがな） 　

男 
　

女

生年月日 
 

年　　　月　　　日生（　　　　歳）  申請者氏名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 （ふりがな） 　 
　男 
 
　女

生年月日 
 

年　　　月　　　日生（　　　　歳）
 入学者名

 
入学後

の住所 
　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 

 自宅　　　　学生寮　　　　一般貸家　　　　その他（　親戚宅・知人宅・住込　）

 通学方法 電車　　バス　　バイク　　自転車　　徒歩　（片道所要時間　　　　　　　分）

  
入学一時金

貸与対象学

校名 
学部-学科名

 
 
 
 

公立・私立　　　　　　　

 所在地 〒 
　　　　　　　

 
 家族住所 ※　持家　　貸家　　借間　　社宅　　その他（　　　　　　） （℡　　　　　　　　　　　） 

※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 〒

 本 籍 　

 家族構成

及び

家計内容

続柄 氏名 年齢 職業 勤務先（学校名） 年収 家計支持

 父 　 　 有・無

 母 　 　 　 有・無

 入学者 有・無

 有・無

 有・無

 有・無

 有・無

 家族の

経済状況 
　

（具体的に詳細を記入のこと。）

 
 
 

 

 

貸

与

希

望

理

由

（具体的に詳細を記入のこと。）

 　

 　

 　

 　

 
 (裏面に続く)



【記入上の注意】 
１　家計内容欄は家族全員の状況を記入してください。年収は所得控除前の額です。 

　 
２　連帯保証人及び保証人は、独立の生計を営む成年者でなければならない。 

 
入

学

者

の

履

歴

 
 
入学・卒業等（※休学・転学・退学・身分の異動等があればもれなく記入のこと）

 　　　年　　　月 　　　年　　　月

 　　　年　　　月 　　　年　　　月

 　　　年　　　月 　　　年　　　月

  
以上のとおり記載に相違ありません。 
常陸大宮市奨学資金貸与条例に基づき、入学一時金の貸与を受けたいので、申請します。また、市が申請

内容確認のため、必要な範囲内において市が保有する私及び世帯員の市民税の情報及び住民基本台帳の登録

状況を調査することに同意します。 
 

 
　　　年　　　月　　　日　 

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  
上記入学一時金の返還その他義務について、私も連帯の責任を負うことを誓約します。また、市が申請内

容確認のため、必要な範囲内において市が保有する市民税の情報及び住民基本台帳の登録状況を調査するこ

とに同意します。 
 

　　　　　　年　　　月　　　日 
　常陸大宮市長　　　　　　　　　　様 

連帯保証人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  
連帯保証人の本 籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　入学者の（　　　　） 

 
現住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業　　　　　　　　　　 

 
　　　　　  生年月日　　　　　　年　　　月　　　日　　　℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  
上記入学一時金の返還その他義務についても、私も責任を負うことを誓約します。 
　　　　　年　　　月　　　日 
　常陸大宮市長　　　　　　　　　　様 

保証人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
保証人の本 籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　入学者の（　　　　） 

 
現住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業　　　　　　　　　　 

 
　　　　　 生年月日　　　　　　年　　　月　　　日　　　℡  　 　　　　　　　　　　　　　　　 



 様式第３号（第２条関係）　　　　　入学一時金貸与申請書

 （ふりがな）おおみや　いちろう 　

男 
　

女

生年月日 
 
昭和５２年　５月　３１日生（　４８歳）  申請者氏名 

　　　　　　大宮　　一郎
 住所　〒　３１９－２２９２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡　０００－００００－００００　） 

　　　　常陸大宮市中富町３１３５－６　　　　　　　　　　　　　　　　※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 （ふりがな）おおみや　たろう 　

男 
　

女

生年月日 
 
平成１９年１０月　１６日生（　１８歳）  入学者名　大宮　太郎

 
入学後

の住所 
　〒１７０－００４３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡　０００－００００－００００　） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 東京都豊島区○○１－１

 自宅　　　　学生寮　　　　一般貸家　　　　その他（　親戚宅・知人宅・住込　）

 通学方法 電車　　バス　　バイク　　自転車　　徒歩　（片道所要時間　　　　　　　分）

  
入学一時金

貸与対象学

校名 
学部-学科名

 
○○大学○○学部○○学科 
 
 

公立・私立　　　　　　　

 所在地 〒１９２－０３９７　東京都八王子市○○○○ 
　　　　　　　

 

 家族住所 ※　持家　　貸家　　借間　　社宅　　その他（　　　　　　） （℡　０００－００００－００００　） 
※日中連絡が取れる電話番号を記入のこと。

 〒３１９－２２９２ 
常陸大宮市中富町３１３５－６

 本 籍 茨城県○○市　△△３１３－２

 家族構成

及び

家計内容

続柄 氏名 年齢 職業 勤務先（学校名） 年収 家計支持

 父 　大宮　一郎 48 　職業 (株)○○商事 3,815,302 円 有・無

 母 　大宮　花子 45  
　パート

 
　○○(株)

678,000 円 有・無

  
入学者

大宮　太郎 18 学生 ○○大学 有・無

 姉 大宮　ひかり 21 学生 △△大学 有・無

 祖父 大宮　一男 80 無職 780,000 円 有・無

 祖母 大宮　梅子 78 無職 650,000 円 有・無

 有・無

 家族の

経済状況 
　

（具体的に詳細を記入のこと。）

 ※具体的かつ詳細に記入してください。

 

 

 

 

貸

与

希

望

理

由

（具体的に詳細を記入のこと。）

 　※具体的かつ詳細に記入してください。

 　

 　

 　

 
 (裏面に続く)

記入例



【記入上の注意】 
１　家計内容欄は家族全員の状況を記入してください。年収は所得控除前の額です。 

　 
 
２　連帯保証人及び保証人は、独立の生計を営む成年者でなければならない。 
 
 

 
入

学

者

の

履

歴

 
 
入学・卒業等（※休学・転学・退学・身分の異動等があればもれなく記入のこと）

 　令和　２年　４月○○中学校入学 　令和　５年　３月○○中学校卒業

 　令和　５年　４月○○高等学校入学 　令和　８年　３月○○高等学校卒業

 　令和　８年　４月○○大学○○学部○○学科入学 　　　年　　　月

  
以上のとおり記載に相違ありません。 
常陸大宮市奨学資金貸与条例に基づき、入学一時金の貸与を受けたいので、申請します。また、市が申請

内容確認のため、必要な範囲内において市が保有する私及び世帯員の市民税の情報及び住民基本台帳の登録

状況を調査することに同意します。 
 

 
令和８年　３月２３日　 

申請者　　　　大宮　　太郎　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※必ず本人が自著してください。 
上記入学一時金の返還その他義務について、私も連帯の責任を負うことを誓約します。また、市が申請内

容確認のため、必要な範囲内において市が保有する市民税の情報及び住民基本台帳の登録状況を調査するこ

とに同意します。 
 

　　　令和８年　３月２３日 
　常陸大宮市長　　　　　　　　　　様 

連帯保証人　　　大宮　　三郎　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※本人が自著してください。 
連帯保証人の本 籍　茨城県○○市○○町１３５０　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　入学者の（　叔父　） 

 
現住所　常陸大宮市中富町○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　職業　公務員　　　　　　　 

 
　　　　　  生年月日　　昭和５５　年　４月　２４　日　　　　　　　　　℡　０００－００００－００００　　 

  
上記入学一時金の返還その他義務についても、私も責任を負うことを誓約します。 
　　令和８年　３月２３日 
　常陸大宮市長　　　　　　　　　　様 

保証人　　　茨城　　花代　　　 
※本人が自著してください。 

保証人の本 籍　茨城県水戸市○○町○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　入学者の（　伯母　） 
 
現住所　茨城県ひたちなか市○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　職業　会社員　　　　　　　 

 
　　　　　 生年月日　　昭和４６　年　９　月　２２　日　　　　　℡　０００－００００－００００　 


